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対
象
地

 

凡
 

 
 
例

 

 
新
規
採
択
箇
所
の
現
況
 
十
勝
・
釧
路
川
広
域
流
域
【
対
象
地
番
号
：
0
0
5】

 

北
海
道
足
寄
郡
足
寄
町

 

1



5
区
域
名

十
勝

・
釧

路
川

広
域

流
域

（
北

海
道

足
寄

郡
足

寄
町

）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
十

勝
地

域
森

林
計

画
、

足
寄

町
森

林
整

備
計

画
に

適
合

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

・
計

画
な

し

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

足
寄

町
を

予
定

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

3
4
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
5
°

～
1
5
°

未
満

、
土

壌
B
A
で

あ
り

、
カ

ラ
マ

ツ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
2
.
4
7

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
散

生
地

、
権

利
関

係
は

問
題

な
し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

1
4
h
a

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
重

要
流

域
の

十
勝

川
流

域
内

に
位

置
）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

 
7
3
,
7
5
6
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
2
9
,
8
8
8
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

 
4
0
,
5
1
1
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
2
6
,
7
5
2
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
 
6
,
0
5
9
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

4
3
4
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

重
要

流
域

で
あ

る
十

勝
川

流
域

内
に

位
置

・
対

象
地

の
林

況
は

散
生

地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠

 

2



対
象
地

 

凡
 

 
 
例

 

 
新
規
採
択
箇
所
の
現
況
 
阿
武
隈
川
広
域
流
域
【
対
象
地
番
号
：

03
5
】
 

福
島
県
伊
達
市
梁
川
町

 

3



35
区
域
名

阿
武

隈
川

広
域

流
域

（
福

島
県

伊
達

市
）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
阿

武
隈

地
域

森
林

計
画

、
伊

達
市

森
林

整
備

計
画

に
適

合
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

・
計

画
な

し

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

福
島

県
北

森
林

組
合

を
予

定
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

1
4
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
1
5
°

～
3
0
°

未
満

、
土

壌
B
D
で

あ
り

、
ス

ギ
、

ヒ
ノ

キ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
1
.
3
4

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
散

生
地

、
権

利
関

係
は

問
題

な
し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

2
h
a
（

併
括

管
理

可
能

）
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
重

要
流

域
の

阿
武

隈
川

流
域

内
に

位
置

）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

 
8
,
6
4
9
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
6
,
4
6
9
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

 
3
,
7
8
5
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
3
,
9
7
8
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
 
 
8
2
0
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

6
6
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

重
要

流
域

で
あ

る
阿

武
隈

川
流

域
内

に
位

置

・
対

象
地

の
林

況
は

散
生

地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠

 

4



長
野
県
南
佐
久
郡
小
海
町

 

対
象
地

 

凡
 

 
 
例

 

 
新
規
採
択
箇
所
の
現
況

 
信
濃
川
広
域
流
域
【
対
象
地
番
号
：

0
4
0
】
 

5



40
区
域
名

信
濃

川
広

域
流

域
（

長
野

県
南

佐
久

郡
小

海
町

）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
千

曲
川

上
流

地
域

森
林

計
画

、
小

海
町

森
林

整
備

計
画

に
適

合
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

・
計

画
な

し

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

南
佐

久
中

部
森

林
組

合
を

予
定

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

1
,
0
7
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
3
0
°

以
上

、
土

壌
B
F
で

あ
り

、
カ

ラ
マ

ツ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
1
.
2
6

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
無

立
木

地
、

権
利

関
係

は
問

題
な

し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

1
3
h
a

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
重

要
流

域
の

信
濃

川
流

域
内

に
位

置
）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

 
5
6
,
5
9
6
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
4
4
,
9
6
1
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

 
2
6
,
0
0
9
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
2
5
,
5
1
4
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
 
4
,
7
8
1
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

2
9
2
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

重
要

流
域

で
あ

る
信

濃
川

流
域

内
に

位
置

・
対

象
地

の
林

況
は

無
立

木
地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠

 

6



対
象
地

 

凡
 

 
 
例

 

 
新
規
採
択
箇
所
の
現
況
 
九
頭
竜
川
広
域
流
域
【
対
象
地
番
号
：

06
1
】
 

石
川
県
珠
洲
市
宝
立
町
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61
区
域
名

九
頭

竜
川

広
域

流
域

（
石

川
県

珠
州

市
）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
能

登
地

域
森

林
計

画
、

珠
州

市
森

林
整

備
計

画
に

適
合

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

・
計

画
な

し

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

小
屋

ダ
ム

の
集

水
区

域
に

位
置

　
等

・
対

象
地

の
林

況
は

粗
悪

林
相

地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

 
1
5
,
5
7
3
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
1
0
,
0
8
9
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

 
 
8
,
6
0
8
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
 
5
,
7
1
7
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
 
1
,
1
8
2
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

 
6
6
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
1
.
5
4

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
粗

悪
林

相
地

、
権

利
関

係
は

問
題

な
し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

3
h
a
（

併
括

管
理

可
能

）
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
小

屋
ダ

ム
、

渇
水

被
害

平
成

1
7
年

）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

能
登

森
林

組
合

を
予

定
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

1
9
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
1
5
°

～
3
0
°

未
満

、
土

壌
B
D
で

あ
り

、
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠
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徳
島
県
海
部
郡
牟
岐
町

 

対
象
地

 

凡
 

 
 
例

 

 
新
規
採
択
箇
所
の
現
況
 
吉
野
・
仁
淀
川
広
域
流
域
【
対
象
地
番
号
：
1
4
4】
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1
44

区
域
名

吉
野

・
仁

淀
川

広
域

流
域

（
徳

島
県

海
部

郡
牟

岐
町

）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
那

賀
・

海
部

川
地

域
森

林
計

画
、

牟
岐

町
森

林
整

備
計

画
に

適
合

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

・
計

画
な

し

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

牟
岐

町
上

水
道

の
集

水
区

域
に

位
置

・
対

象
地

の
林

況
は

粗
悪

林
相

地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

1
6
1
,
8
6
2
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
7
0
,
7
9
0
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

1
0
6
,
7
7
5
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
4
4
,
2
0
6
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
1
0
,
1
7
6
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

7
0
5
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
2
.
2
9

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
粗

悪
林

相
地

、
権

利
関

係
は

問
題

な
し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

2
6
h
a

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
牟

岐
町

上
水

道
施

設
）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

海
部

森
林

組
合

を
予

定
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

3
2
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
3
0
°

以
上

、
土

壌
B
D
で

あ
り

、
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠
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1
64

区
域
名

遠
賀

・
大

野
川

広
域

流
域

（
大

分
県

臼
杵

市
）

Ⅰ
　
必
須
事
項

Ⅱ
　
優
先
配
慮
事
項

判
定

評
価

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
大

分
中

部
地

域
森

林
計

画
、

臼
杵

市
森

林
整

備
計

画
に

適
合

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

・
計

画
な

し

対
象
地
番
号

審
査
の
内
容

評
価
指
標

１
．
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
こ
と
（
必
要
性
）

　
　
　

水
源

を
涵

養
す

る
た

め
急

速
か

つ
計

画
的

に
森

林
の

造
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

　
　

　
当

該
事

業
が

必
要

で
あ

る
こ

と
○

１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
①
健
全
な
森
林
の
育
成
　
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

Ａ
　
Ａ
・
・
ほ
ぼ
全
て
の
森
林
に
お
い
て
、
針
広
混
交
林
等
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
か
つ
水
源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
の

　
　
　
　
防
止
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
対

象
地

は
、

重
要

流
域

で
あ

る
番

匠
川

流
域

内
に

位
置

・
対

象
地

の
林

況
は

無
立

木
地

２
．
技
術
的
可
能
性
が
確
実
で
あ
る
こ
と

　
　
　

地
形

、
地

質
、

地
理

状
況

等
か

ら
み

て
当

該
事

業
の

施
工

が
技

術
的

に
実

現
可

能
で

あ
る

こ
と

○
１
．
有
効
性
（
１
）
多
様
な
森
林
づ
く
り
　
②
自
然
的
条
件
に
適
合
　
「
計
画
の
自
然
条
件
へ
の
適
合
性
」

Ａ

・
対

象
地

の
地

形
、

近
隣

の
造

林
地

の
成

林
状

況
等

か
ら

判
断

し
て

技
術

的
に

成
林

可
能

　
Ａ
・
・
計
画
の
内
容
は
、
地
域
森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
標
準
的
な
方
法
、

　
　
　
　
時
期
等
を
踏
ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

３
．
事
業
に
よ
る
効
果
が
十
分
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
効
率
性
）

　
　
　

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

が
1
.
0
以

上
で

あ
る

こ
と

○
総

便
益

（
Ｂ

）
　

 
1
5
,
7
7
5
千

円
総

費
用

（
Ｃ

）
　

 
 
8
,
1
8
6
千

円
①

水
源

か
ん

養
便

益
　

 
 
8
,
4
3
9
千

円
②

山
地

保
全

便
益

　
　

 
 
5
,
7
4
2
千

円
③

環
境

保
全

便
益

　
　

 
 
1
,
4
9
2
千

円
④

木
材

生
産

等
便

益
　

 
 
　

1
0
2
千

円

２
．
効
率
性
（
１
）
事
業
の
経
済
性
・
効
率
性
　
「
効
率
的
、
効
果
的
な
計
画
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
」

Ａ

・
Ｂ

／
Ｃ

　
＝

　
1
.
9
3

　
Ａ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮
減
の
発
現
が
期
待
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
適
切
な
手
法
・
工
法
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

４
．
事
業
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
業
務
方
法
書
及
び
分
収
造
林
事
業
実
施
要
領
等
に

　
　
　
規
定
さ
れ
た
選
定
基
準
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○

・
契

約
相

手
方

か
ら

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

及
び

コ
ス

ト
縮

減
に

つ
い

て
、

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
対

象
地

は
保

安
林

指
定

予
定

(
水

か
ん

）
、

林
況

は
無

立
木

地
、

権
利

関
係

は
問

題
な

し

・
対

象
地

の
契

約
見

込
面

積
は

3
h
a
（

併
括

管
理

可
能

）
３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
１
）
自
然
環
境
・
景
観
へ
の
配
慮
　
「
自
然
環
境
保
全
機
能
の
発
揮
」

Ｂ

・
治

山
事

業
に

よ
る

実
施

の
計

画
は

な
い

。
　
Ａ
・
・
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
地
域
等
で
あ
っ
て
、
自
然
環
境
等
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
計
画
で
あ
る
。

　
Ｂ
・
・
上
記
Ａ
に
は
該
当
し
な
い
が
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
計
画
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

・
事

業
の

重
点

化
要

件
に

該
当

（
重

要
流

域
の

番
匠

川
流

域
内

に
位

置
）

５
．
事
業
実
施
が
確
実
に
見
込
め
る
こ
と

　
　
　

造
林

地
所

有
者

の
意

欲
、

造
林

者
と

し
て

の
義

務
を

確
実

に
満

た
す

能
力

等
が

あ
る

こ
と

○
・

契
約

相
手

方
か

ら
公

益
的

機
能

の
発

揮
に

配
慮

し
た

針
広

混
交

林
の

造
成

に
つ

い
て

同
意

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
造

林
地

所
有

者
は

水
源

林
造

成
事

業
を

理
解

の
う

え
、

本
事

業
に

よ
る

実
施

を
要

望

・
造

林
者

は
造

林
能

力
の

あ
る

臼
津

関
森

林
組

合
を

予
定

３
．
事
業
の
実
施
環
境
等
（
２
）
効
果
的
な
事
業
の
推
進
　
「
他
事
業
と
の
連
携
の
計
画
性
」

－

６
．
「
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
型
事
業
」
で
あ
る
こ
と

　
　
　

自
然

環
境

の
保

全
・

形
成

や
景

観
へ

の
配

慮
の

視
点

か
ら

み
て

、
当

事
業

が
適

当
で

あ
る

こ
と

○

　
Ａ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
・
・
他
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

　
Ｃ
・
・
上
記
Ａ
、
Ｂ
以
外
の
計
画
で
あ
る
。

　
－
・
・
該
当
し
な
い
。

・
対

象
地

の
自

然
環

境
は

標
高

5
2
0
ｍ

、
平

均
傾

斜
3
0
°

以
上

、
土

壌
B
D
で

あ
り

、
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
の

適
地

・
自

然
環

境
・

景
観

に
配

慮
し

、
針

広
混

交
林

を
造

成

 
新
規
採
択
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
判
断
根
拠
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